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人
▼
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

人
で
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

や
高
額
療
養
費
等
を
受
け
る
人
▼

老
人
医
療
の
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
等
を
受
け
る
人
（
３
月
31
日

ま
で
）
▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
料
等
の
軽
減
等
を
受
け
る

人
（
４
月
１
日
以
降
）
な
ど
は
申

告
が
必
要
で
す
。

所
得
金
額
等
は
、
税
金
の
計
算

だ
け
で
な
く
「
各
種
手
当
の
計
算

や
判
定
の
根
拠
」
に
な
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

□
申
告
の
必
要
が
な
い
人

①
税
務
署
に
平
成
19
年
分
の
所
得

税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

②
給
与
所
得
だ
け
で
、
雇
い
主
か

ら
役
場
へ
年
末
調
整
済
み
の
給
与

支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る

人
□
申
告
書
が
届
か
な
い
人

満
18
歳
未
満
と
75
歳
以
上
の

人
、
平
成
19
年
度
分
住
民
税
が
特

別
徴
収
（
給
与
天
引
）
の
人
に
は

申
告
書
の
用
紙
を
送
付
し
て
い
ま

せ
ん
。
用
紙
が
届
か
な
い
人
で
も
、

各
種
所
得
の
判
定
が
必
要
な
人

は
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
会

場
に
申
告
書
用
紙
を
準
備
し
て
い

ま
す
の
で
、
会
場
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

□
申
告
の
必
要
な
人

①
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
で
、

鐚
巻
町
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
19

年
中
に
所
得
が
あ
る
人

②
給
与
と
そ
れ
以
外
の
所
得
が
あ

る
人

③
２
カ
所
以
上
の
給
与
収
入
が
あ

る
人
（
年
末
調
整
さ
れ
て
い
な
い

給
与
が
あ
る
人
）

④
給
与
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え

る
人

⑤
土
地
や
建
物
を
譲
渡
し
た
人

①
か
ら
⑤
以
外
で
も
例
え
ば

▼
所
得
が
な
く
て
も
「
所
得
証
明

書
」
等
が
必
要
に
な
る
人
▼
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を
す
る

２
月
５
日
〜
３
月
17
日

町民税と県民税の
申告相談が始まります

2月5日から3月17日まで平成19年分の町民税、県民税の
申告相談を左ページ相談日程表のとおり行います。

①所得税から住宅ローン控除額を
引ききれなかった人　
税源移譲で所得税が減少した結果、住宅ローン控除

限度額が所得税より大きくなり、控除しきれなかった

場合、平成19年分以降の住民税の所得割から控除し、

税源移譲前と税負担が変わらないようになります。（平

成11年から平成18年までに入居した人は、毎年３月

15日までに申告が必要です）

②地震保険控除を創設
地震保険の加入を推進する目的で、従来の損害保険

料控除を見直し、地震保険料控除が創設されました。

□支払地震保険料の2分の1相当（上限25,000円）を

控除□平成18年末までに締結した長期損害保険契約に

ついては、従来の損害保険料控除を適用

③平成19年に所得が減って
所得税が課せられなくなった人　

税源移譲により、平成19年分の所得が大幅に減った人
は、税源移譲により住民税の負担のみが増えることにな
りますので、申告により納付済みの平成19年分の住民税
から還付します。申告は7月1日から7月31日までです。

④65歳以上の非課税措置が廃止
昭和15年1月2日以前に生まれた人で合計所得が125
万円以下の場合、住民税は平成17年度分まで非課税でし
たが段階的に廃止され、平成20年度分からは全額課税に
なります。
改正内容など詳しくは住民会計課税務室（内線133、
134）へお問い合わせください。

個人住民税の主な改正内容

申告が必要！申告が必要！
申告が必要！申告が必要！

必
要
書
類
が
揃
っ
て
い
な
い
場

合
は
、
申
告
を
受
け
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

□
お
願
い

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

病
院
ご
と
に
支
払
い
合
計
額
を
、

ま
た
、
事
業
所
得
の
申
告
を
す
る

人
は
、
経
費
と
な
る
領
収
書
は
種

類
ご
と
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
合

計
額
を
計
算
し
て
申
告
会
場
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
２
月
５

日
か
ら
26
日
ま
で
は
消
費
税
の
申

告
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
相
談
希

望
の
人
は
住
民
会
計
課
（
内
線
１

３
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
申
告
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
：
所
得
税
の
納
税
が
あ
る

人
は
、通
帳
に
使
用
し
て
い
る
印
鑑

②
口
座
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

：
所
得
税
の
納
税
や
還
付
の
あ
る

人
（
還
付
は
本
人
名
義
）

③
収
入
が
分
か
る
も
の
：
源
泉
徴

収
票
、
給
与
明
細
等

④
控
除
証
明
書
等
：
社
会
保
険
料

控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
等
を
受

け
る
場
合

⑤
領
収
証
等
：
医
療
費
控
除
等
を

受
け
る
場
合

⑥
営
業
所
得
等
が
あ
る
人
：
売
り

上
げ
、
経
費
の
分
か
る
も
の
（
売

り
上
げ
帳
簿
、
領
収
証
等
）

日
本
の
宴
会
で
は
、
必
ず
何
人
か

が
ビ
ー
ル
瓶
を
持
っ
て
歩
き
、
一
人

一
人
の
グ
ラ
ス
に
注
い
で
あ
げ
る
の

を
見
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
の
美
徳
だ

と
あ
る
人
は
言
い
ま
し
た
。
僕
は
、

た
だ
の
習
慣
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ

の
人
は
酒
の
影
響
で
言
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

僕
は
考
え
ま
し
た
。
も
し
、
外
国

の
宴
会
の
席
で
だ
れ
も
注
い
で
く
れ

な
い
な
ら
、
日
本
人
は
そ
の
国
の
人

を
美
徳
が
な
い
と
思
い
ま
す
か
。
そ

う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
文
化
と
習
慣
の
違
い
な
の
で
す
か
ら
。
し

か
し
、
逆
に
日
本
人
が
ビ
ー
ル
瓶
を
持
ち
歩
き
、
一
人
一
人
に
注
ぎ
始

め
た
ら
？
む
し
ろ
そ
の
国
の
人
に
と
っ
て
は
、
し
つ
こ
い
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

す
べ
て
は
文
化
に
よ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
葛
巻
中
の
新
沼
先
生
が
ア

メ
リ
カ
の
バ
ー
モ
ン
ト
州
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
に
「
何
か
飲
み
た
い
？
」
と
尋
ね
ら
れ
、「
い
い
え
」

と
答
え
ま
し
た
。「
日
本
で
は
、
い
い
え
と
言
っ
て
も
必
ず
何
か
を
出

し
て
く
れ
る
け
れ
ど
、
ア
メ
リ
カ
で
は
本
当
に
何
も
出
さ
な
か
っ
た
。」

と
新
沼
先
生
は
言
い
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
ケ
沢
小
の
佐
藤
校
長
先
生
も

若
い
こ
ろ
同
じ
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。
あ
る

日
、
洗
面
所
の
流
し
で
洗
濯
を
し
て
い
る
と
、
ホ
ス
ト
母
が
驚
い
て

「
な
ぜ
、
そ
こ
で
洗
濯
し
て
い
る
の
。
洗
濯
す
る
所
で
は
な
い
！
」
と

言
い
ま
し
た
。
佐
藤
先
生
は
、
少
な
い
量
な
の
で
そ
こ
で
い
い
か
と
思

っ
た
の
で
す
。

二
人
の
先
生
は
、
自
分
の
国
で
当
然
の
こ
と
が
異
国
で
も
当
然
だ
と

思
い
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
に
対
し
て
無
礼
な
こ
と
だ
と
は
思
わ
な
か
っ

た
の
で
す
。
習
慣
を
知
ら
な
か
っ
た
だ
け
な
の
で
す
。（

次
月
に
続
く
）

郷に入っては①
───────

濆
デイビッド・マナーリオ
(指導主事助手・29歳)

▼国民年金保険料控除証明書（見本）

昨年11月に社会保険庁からはがきで郵送されています。


